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◆デマンド交通とは
デマンド（需要・要求という意味）交通システムとは、定時定路線を走っているバスとは違い、利用者の希望
する場所（指定された範囲内）に迎えに行き、希望する場所まで送り届ける交通システムです。
◆ご利用の注意
①家まで迎えに行くため、利用を希望する方は登録が必要です。
②デマンド交通システムはタクシーとは違います。何軒かの家や場所をまわりながら、目的地へ向かうため「何
時までに○○へ行きたい」、「〇時〇分に迎えに来て欲しい」などの要望にはお応えにくいシステムです。

◆利用料金 １回の乗車につき１人100円（未就学児は、保護者が同伴する場合に限り無料）
◆利用時間 朝７時から夕方６時まで

（受付時間は、運行時間の30分前で締め切ります。ただし最初の便は前日の受け付けとなります）
◆運 行 日　365日、年中休まず運行します。
◆運行のしくみ

◆運行区域など
【運行区域】町内全域および黒須病院（さくら市）、藤井脳神経外科病院（宇都宮市）
【登録申請】利用を希望する方は、登録が必要です。

登録申請書は、広報たかねざわ７月号に掲載を予定しています。また、公共施設などにも備え付けます。
【運行台数】４台 （ワゴン車３台、セダン型１台）

高根沢町デマンド交通システム
10月１日から運行を開始します
高根沢町デマンド交通システム
10月１日から運行を開始します

通院、お買い物、駅、子どものクラブ活動のお迎えなど
皆さまの行動範囲を広げるお手伝いをします

Ｄ

Ｅ

多くの皆さまにデマンド交通システムを知っていただき、利用していただくために、町職員が地域
へ説明に出向きます。自治会の集まり、お友達との会合、どんな席でも、少人数でもかまいません。
興味のある方はご連絡ください。
また、運行方法や利用方法については、運行開始までの間、毎月「広報たかねざわ」でお知らせして

いきます。
◆問合せ先　町地域安全課 †６７５ー８１１０

有限会社　宝積寺タクシー　　　†６７５ー０３６９



広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/3

横塚歯科クリニック横塚歯科クリニック横塚歯科クリニック

藤井脳神経外科病院

運行計画区域図
運行区域は、町内全域および黒須病院（さくら市）、藤井脳神経外科病院（宇都宮市）



①
認
知
症
の
高
齢
者
が
少
人
数
（
９
人
）
で

共
同
生
活
を
行
い
ま
す
。

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
炊
事
・
洗
濯
・

掃
除
な
ど
を
協
力
し
合
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
援

助
の
も
と
で
自
立
し
た
生
活
を
し
ま
す
。

②
そ
れ
ぞ
れ
個
室
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
一
人

の
時
間
を
過
ご
し
た
い
時
は
自
分
の
部
屋
で

過
ご
し
、
誰
か
と
お
話
が
し
た
い
時
は
リ
ビ

ン
グ
で
他
の
入
居
者
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③
『
大
地
』
は
木
や
畳
、
緑
と
光
を
た
く
さ

ん
取
り
込
ん
で
、
気
持
ち
の
い
い
『
家
』
で

あ
る
よ
う
、
生
活
空
間
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

◆
利
用
者

高
根
沢
町
に
住
所
が
あ
り
要
介
護
１
〜
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
認
知
症
の
方
で
、
共

同
生
活
を
営
む
こ
と
に
支
障
が
な
い
方
。

◆
定
　
員

９
人

Eメールアドレス　fukusi@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 4

小
規
模
多
機
能
と
は

①
通
い
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
中
心
と
し
て

随
時
泊
ま
り
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
や
訪
問

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
を
組
み
合
わ
せ
、
柔
軟

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
定
額
で
す
（
食
費
や

宿
泊
費
は
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
）。

②
少
人
数
制
な
の
で
、
利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ

が
顔
な
じ
み
の
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
可
能
な
限
り

在
宅
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
を
支
援
し

ま
す
。

◆
利
用
者

高
根
沢
町
に
住
所
が
あ
り
要
介
護
１
〜
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
。

◆
営
業
日

１
年
を
通
じ
て
毎
日

◆
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

〇
通
い
　
　
10
時
〜
17
時

〇
泊
ま
り
　
18
時
〜
翌
朝
８
時

〇
訪
問
　
　
24
時
間

◆
登
録
定
員
お
よ
び
利
用
定
員

〇
登
録
定
員
　
　
　
　
25
人

〇
通
い
利
用
定
員
　
　
15
人

〇
泊
ま
り
利
用
定
員
　
９
人

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

『
大
　
空
』

地
域
密
着
型
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

『
大
　
地
』

地
域
密
着
型
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

一番安心できる住み慣れた自宅や地域で、
自分らしく、これまでの暮らしを続けるために

小規模多機能型ホー小規模多機能型ホームム『『大空大空』』とと
グループホーグループホームム『『大地大地』』をを

オープンしましたオープンしました。。
原則として、高根沢町にお住まいの方が利用できる地域密着型サービス施設です。

†問合せ先　　社会福祉法人　幸世会
宝夢（ほうむ）
〒329－1233
高根沢町大字宝積寺2424－18
†666－5666

JR 宝積寺駅

●
ちょっ蔵広場

定専寺
●

宝夢

約 200m

案　内　図



住民税の納税通知書を送付します
１．６月中旬に平成21年度分住民税の納税通知書を送付します。
住民税をご自身で納付される方（主に自営業や農業をされている方、年金所得者など）に対して、納税通知書

を送付します。なお、会社勤めの方（給与所得者）は勤務先から税額通知書が交付されます。

◆課税される方

◆課税されない方

２．個人住民税の公的年金からの特別徴収制度が始まります。
「４月１日現在65歳以上の公的年金受給者で、前年の公的年金所得にかかる住民税が課税される方」が対象に

なります。ただし、以下の方については対象となりません。

①介護保険料が年金から天引きされていない方
②引き落とされる住民税額が老年基礎年金などの額を超える方
③公的年金の年額が18万円未満の方
年金天引きの開始は、10月支給分の年金からです。そのため平成21年度住民税額のうち半分については、こ

れまで通り納付書で納めていただくことになります。

◆問合せ先　町住民課　税務担当　†６７５ー８１０３

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/5

均等割も所得割も
かからない方

〇生活保護法によって生活扶助を受けている方
〇障がい者、未成年、寡婦または寡夫で前年の合計所得金額が125万円以下で
あった方

均等割が
かからない方

前年中の合計所得金額が、次の金額以下の方
〇扶養親族などのない方　28万円
〇扶養親族などのある方　
28万円×（本人＋控除対象配偶者＋扶養親族数）＋17万円

所得割が
かからない方

前年中の合計所得が、次の金額以下の方
〇扶養親族などのない方　35万円
〇扶養親族などのある方　
35万円×（本人＋控除対象配偶者＋扶養親族数）＋32万円

納税義務者 納める税額

１月１日に町内に住所がある方 均等割額と所得割額

１月１日に町内に事務所、事業所ま
たは家屋敷を持っている個人で町内
に住所がない方

均等割額

月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

総 額

納付書で納める（普通徴収） 年金から天引き（特別徴収）

年税額の
１／４

年税額の
１／４

年税額の
１／６

年税額の
１／６

年税額の
１／６
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「
た
か
ね
ざ
わ
ま
ち
あ
る
も
の
探
し
」
事
業
を
公
募
し
ま
す

平
成　

年
度

21

■事業の要件（実施主体）
◆以下の要件を全て満たす団体とします。

a町内に活動場所を有する団体であること。
s５人以上の構成員で組織していること。
d組織の運営に関するきまり（規約、会則な
ど）があること。

f予算、決算を適正に行っていること。

■事業の要件（事業内容）
◆以下の要件の全てにあてはまる事業とします。

a公益性（受益が不特定多数の町民に広く
及ぶもの）

s必要性（地域経営計画に即し政策的に奨
励するもの）

d公平性（既存団体の活動を阻害しないも
の）

f効果性（町の活性化に繋げるためのソフト
事業であること）

g適格性（自立の傾向が明白で、将来計画が
あること）

■申請受付は、
６月８日（月）～７月3１日（金）までです。
■認定申請書、その他の添付書類を作成のうえ、担
当宛て申請してください。
■添付書類の内容（見積書など）は直接ご案内しま
すので、事業の計画がありましたら、まずはお気軽
に担当までご相談ください。
■認定申請書、事業計画書の様式は、町ホーム
ページからダウンロードできます。
■その他ご不明な点などがございましたら、担当ま
でお問合せください。

■補助期間
◆将来的に自主財源などにより事業を行うように
なるまでの準備期間への支援と位置づけ、補
助は原則単年度とします。

■補助対象経費
◆事業に要する直接的な経費とします。
◆以下のものは対象外経費とします。
a交際費、慶弔費
s食糧費（社会通念上公金で賄うことがふさわ
しくないもの）

dその他要綱に定める経費

町総務課　行政経営担当　1675－8135　5675－2409
〒329－1292　高根沢町大字石末 2053
Eメール　keiei@town.takanezawa.tochigi.jp
「たかねざわまちあるもの探し」事業に関するホームページアドレス
http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/townadmi/thereis/index.html

問合せ先

・事業認定申請受付
　（平成 21年度事業公募締め切り）
・事業事前審査

・認定委員会（下旬予定）

・認定事業交付決定

６月８日
～

７月31日

８月

９月

平成２１年度「たかねざわまちあるもの探し」事業
年間スケジュール（予定）

事業の概要

事業の申請

今回で、今年度の公募を締め切ります。今回で、今年度の公募を締め切ります。今回で、今年度の公募を締め切ります。今回で、今年度の公募を締め切ります。今回で、今年度の公募を締め切ります。

■趣旨
◆潜在している町の資源（魅力）を新たに掘り起
こし、町の活性化に繋げていくために、町民の
皆さんが自らの発意と行動に基づいて行う自
主的な活動に対して、町の側面的なサポート
が必要なものについては、その受け皿となる仕
組みが必要です。そのために、「たかねざわま
ちあるもの探し」事業を創設し、平成20年度か
ら運用しています。

■事業の審査（認定委員会）
◆申請された事業の適否、補助金額は、「たか
ねざわまちあるもの探し」認定委員会にお
いて、基準に基づき審査されます。
◆認定委員会は、町長、副町長、教育長、議会
選出議員、一般公募委員から構成されます。
◆認定委員への事業の説明は、申請団体によ
るプレゼンテーションとなります。
◆事業認定にかかる最終審査は、基準に基づく
採点方式となります。



広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/7

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
に
は
、
添
削
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
毎
月
末
で
す
。
町
秘
書
広
報
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

短
　
歌

我
が
娘
よ
り
の
苦
言
を
心
地
の
良
し
と
せ
り

掃
除
せ
し
あ
と
を
や
り
直
し
く
れ

村
上
　
ツ
ヤ
（
伏
　
　
久
）

亡
き
母
が
語
り
ま
た
聞
く
戊
辰
役
目

覚
め
て
侘
し
春
の
夜
の
夢

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）

丹
精
に
技
は
匠
の
花
と
龍

さ
つ
き
盆
栽
の
思
い
の
ま
ま
に

齋
藤
　
秀
山
（
宝
積
寺
）

亡
き
母
の
同
年
代
に
近
く
な
り

語
り
合
ふ
娘
と
懐
し
む
日
々

水
谷
　
兄
子
（
宝
積
寺
）

諭
す
が
に
語
る
が
あ
り
て
わ
め
く
ご
と

し
ゃ
べ
り
が
あ
り
て
サ
ー
ク
ル
仲
間

鈴
木
　
幸
子
（
宝
積
寺
）

俳
　
句

白
鷺

し
ら
さ
ぎ

の
羽
根
ぬ
れ
そ
ぼ
り
花
の
雨

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）

早
苗
水
マ
シ
ン
の
音
で
曇
り
け
り

齋
藤
　
秀
山
（
宝
積
寺
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
次
々
と
開
き
頬
ず
り
す

横
田
　
啓
子
（
宝
積
寺
）

ボ
タ
山
に
山
吹
溢
れ
静
か
な
り

古
口
　
弘
江
（
上
柏
崎
）

白
魚
の
腹
に
一
物
通
り
雨

戸
田
　
睦
朗
（
中
阿
久
津
）

川
　
柳

や
き
も
ち
も
裏
を
返
せ
ば
好
き
な
の
さ

後
藤
ま
も
る
（
太
　
　
田
）

幸
せ
を
つ
な
ぐ
人
生
健
康
で

綱
川
　
秀
夫
（
石
　
　
末
）

禁
煙
の
お
か
げ
元
気
で
喜
寿
の
膳

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）

身
の
丈
に
合
わ
ぬ
服
で
は
役
立
た
ず

赤
羽
　
清
昭
（
石
　
　
末
）

へ
そ
く
り
の
在
り
か
忘
れ
て
妻
に
聞
く

鈴
木
　
重
雄
（
宝
積
寺
）

◆
表
彰
の
対
象
者
の
基
準

１．

個
人
表
彰

町
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、

自
ら
進
ん
で
献
身
的
な
努
力
を
は

ら
い
、
町
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ

れ
て
き
た
方
、
も
し
く
は
貢
献
さ

れ
て
い
る
方

①
町
な
ど
の
各
種
審
議
会
委
員
な

ど
に
在
職
し
、
町
発
展
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
て
き
た
方
、
も
し

く
は
貢
献
さ
れ
て
い
る
方

②
地
域
社
会
の
維
持
発
展
や
形
成

に
資
す
る
地
域
的
な
共
同
活
動

に
積
極
的
に
携
わ
り
、
地
域
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
方
、

も
し
く
は
貢
献
さ
れ
て
い
る
方

２．

団
体
表
彰

町
の
行
政
に
積
極
的
に
参
画
し

ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
、

住
民
組
織
な
ど

３．

活
動
期
間

お
お
む
ね
３
年
以
上
継
続
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

◆
表
彰
の
対
象
除
外
者

今
ま
で
に
、
町
功
労
者
表
彰
、

体
育
功
労
者
表
彰
、
産
業
・
文
化

優
秀
者
表
彰
、
町
制
50
周
年
記
念

事
業
時
の
地
域
の
力
表
彰
を
受
け

た
方
、
ま
た
は
町
功
労
者
表
彰
規

程
に
掲
げ
る
役
職
に
在
職
し
て
い

る
方
は
、
表
彰
の
対
象
者
か
ら
除

き
ま
す
。

た
だ
し
、
町
功
労
者
表
彰
な
ど

を
受
け
た
方
や
関
係
す
る
役
職
に

在
職
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
っ
て

も
、
他
の
活
動
分
野
で
貢
献
さ
れ

て
い
る
方
は
、
表
彰
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

◆
応
募
方
法

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

「
地
域
の
力
表
彰
推
薦
書
」
を
町

秘
書
広
報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。推

薦
書
は
、
町
秘
書
広
報
課
に

備
え
置
く
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.town.takanezawa.

tochigi.jp
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
表
彰
者
の
決
定

推
薦
書
の
内
容
を
審
査
し
、
表

彰
者
を
決
定
し
ま
す
。
表
彰
者
に

は
直
接
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
秘
書
広
報
課

†
６
７
５
―
８
１
０
２

表
彰
状

地
域
の
力
表
彰
者
を
募
集
し
ま
す

町
で
は
昨
年
、
町
制
50
周
年
記
念
事
業
に
合
わ
せ
て
地
域
の
力
表
彰

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ
の
表
彰
制
度
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
町

や
地
域
の
発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
個
人
や
団
体
の

方
々
を
、
引
き
続
き
表
彰
し
て
い
き
ま
す
。

町
や
地
域
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
方
を
推
薦
し
て
く
だ

さ
い
。「
我
こ
そ
は
」
と
思
わ
れ
る
方
。「
こ
の
人
に
ぜ
ひ
」
と
い
う
方
。

推
薦
は
、
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。



「あなたが主役のまちづくり懇談会」事務手順図

町　政　反　映
有
効
な
提
案

再度、説明
が必要！！

政策決定指示

（日程・会場調整）

復
命

協
議 協

議
協
議

提
出

再
説
明

地区説明

地区説明

地区説明

地区説明

政策懇談会

懇談会開催

秘書広報課

（町長をはじめ、町執
　   行部による説明会）

町  長

担当課
管理職1人
担当者1人

担当課
管理職1人
担当者1人

担当課
管理職1人
担当者1人

申込者：町内に在住・在勤・在学する方で構成するおおむね５人以上の団体
テーマ：行政に対して、①疑問に思うこと　②提案したいこと　③地域の課題・要望　など
　　　　（苦情・要望に関するテーマは具体的な解決策を明記してください）

地域住民の
方へ説明が必
要な重要案件！！

皆さんの提
案お待ちしています！

町
で
は
、「
あ
な
た
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
込
み
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
職

員
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
懇
談
会
で
す
。

皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ご
提
案
や
ご
意
見
な
ど
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
職
員
と
の
間
に
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、
と
も
に
手
を
取
り
合
っ
て
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
当
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
皆
さ
ん
と
行
政
が
近
づ
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
声
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
概
　
要

行
政
に
対
し
て
、
疑
問
に
思

う
こ
と
や
提
案
し
た
い
こ
と
、

地
域
の
課
題
や
要
望
に
つ
い
て
、

町
職
員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
施
策
や
制
度

に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
を
し
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
方

町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

す
る
方
で
構
成
す
る
お
お
む
ね

５
人
以
上
の
団
体

◆
開
催
時
間

平
日
・
休
日
を
問
い
ま
せ

ん
。
開
催
時
間
は
９
時
か
ら
21

時
の
間
の
２
時
間
以
内
で
す
。

◆
開
催
場
所

町
内
に
限
り
ま
す
。

※
町
内
各
公
共
施
設
を
利
用
し

た
い
場
合
に
は
、
町
秘
書
広

報
課
に
て
手
配
し
ま
す
。
公

共
施
設
以
外
で
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
申
込
者
が
手
配
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
テ
ー
マ

町
政
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
あ

れ
ば
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
も
お

受
け
し
、
担
当
職
員
が
対
応
し

ま
す
。

た
だ
し
、
苦
情
や
要
望
に
関

す
る
も
の
は
、
具
体
的
な
解
決

策
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

申
込
書
は
、
町
秘
書
広
報
課

に
備
え
置
く
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.tow
n.

takanezaw
a.tochigi.jp

）か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
原
則
と
し
て

開
催
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
、
直
接
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

開
催
日
時
に
つ
い
て
は
、
ご

希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
ご
提

案
や
ご
質
問
は
、
町
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
な
ど
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
個
人
情
報
に
十
分

留
意
し
て
掲
載
し
ま
す
。

「
あ
な
た
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」
は
、
行
政
に
対

す
る
苦
情
な
ど
を
お
伺
い
す
る

場
で
は
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

考
え
て
い
く
た
め
の
も
の
で

す
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
秘
書
広
報
課

〒
３
２
９
―
１
２
９
２
　

高
根
沢
町
大
字
石
末
２
０
５
３

1
６
７
５
―
８
１
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７
５
―
２
４
０
９

Ｅ
メ
ー
ル

kouhou@
tow

n.taka
nezaw

a.tochigi.jp
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任
期
満
了
に
と
も
な
う
町
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
は
、
立
候
補
者
数
が
定

数
と
同
じ
に
な
っ
た
た
め
、
無
投
票
当

選
に
よ
り
新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

農
業
委
員
会
は
、
公
選
委
員
17
人
と

選
任
委
員
６
人
の
合
計
23
人
の
委
員
に

よ
り
構
成
さ
れ
、
農
地
法
や
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
い
て
、
農
地

の
売
買
・
貸
借
の
許
認
可
の
ほ
か
、
農

地
利
用
の
調
整
や
紛
争
の
解
決
を
行
う

な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

５
月
10
日
に
は
総
会
が
行
わ
れ
、
そ

の
結
果
、
会
長
に
鈴
木
克
利
氏
、
会
長

職
務
代
理
者
に
大
橋
悦
雄
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

山
　
本
　
容
　
子
（
寺
渡
戸
）

齋
　
藤
　
　
勝
　
（
石
　
　
末
）

古
　
口
　
政
　
利
（
亀
　
　
梨
）

矢
　
野
　
勝
　
正
（
栗
ヶ
島
）

山
　
崎
　
浩
　
三
（
石
　
　
末
）

吉
　
澤
　
政
　
男
（
伏
　
　
久
）

齋
　
藤
　
　
隆
　
（
上
高
南
部
）

仲
　
山
　
光
　
弘
（
桑
　
　
窪
）

福
　
田
　
正
　
幸
（
花
　
　
岡
）

鈴
　
木
　
弘
　
幸
（
石
　
　
末
）

齋
　
藤
　
　
隆
　
（
上
高
北
部
）

野
　
中
　
一
　
男
（
中
阿
久
津
）

鈴
　
木
　
克
　
利
（
平
　
　
田
）

鈴
　
木
　
悦
　
夫
（
上
高
根
沢
）

岩
　
本
　
若
　
子
（
桑
　
　
窪
）

村
　
上
　
昭
　
夫
（
花
　
　
岡
）

小
　
堀
　
ま
さ
子
（
西
高
谷
）

齋
　
藤
　
　
均
　
（
宝
積
寺
）

齋
　
藤
　
耕
　
一
（
上
高
根
沢
）

石
　
塚
　
哲
　
夫
（
花
　
　
岡
）

阿
久
津
　
則
　
夫
（
文
　
　
挾
）

大
　
橋
　
悦
　
雄
（
大
　
　
谷
）

小
　
松
　
清
　
彦
（
太
　
　
田
）

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
再
利
用
を
目

的
と
し
て
、
古
着
（
古
布
）
回
収
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
廃
食
用
油
（
家

庭
で
使
用
済
み
に
な
っ
た
天
ぷ
ら
油
）

の
回
収
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時

６
月
13
日（
土
）
９
時
〜
12
時

◆
場
所

町
役
場
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
阿
久
津
小
北
側
）、
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た

か
ね
ざ
わ
（
情
報
の
森
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

隣
）、
改
善
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
仁
井
田

分
館
、
図
書
館
上
高
根
沢
分
館

◆
回
収
す
る
も
の

①
綿
１
０
０
％
も
し
く
は
綿
混
紡
率

50
％
以
上
の
製
品
（
シ
ャ
ツ
、
ブ
ラ

ウ
ス
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
服
、
シ

ー
ツ
、
布
団
カ
バ
ー
、
タ
オ
ル
な
ど
）

②
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
で
、
無
償

で
他
人
に
譲
っ
て
も
よ
い
物
（
良
品

に
限
り
ま
す
）

※
古
着
な
ど
は
、
洗
濯
し
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
①
は
ウ
エ
ス
（
工
業
用
布
）
と
し
て

再
利
用
し
、
②
は
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た

か
ね
ざ
わ
で
展
示
販
売
す
る
予
定
で

す
。

③
廃
食
用
油
は
、
植
物
性
の
天
ぷ
ら
油

に
限
り
ま
す
（
賞
味
期
限
切
れ
の
未

使
用
油
も
可
）

※
揚
げ
カ
ス
は
油
こ
し
で
取
り
除
き
、

油
の
容
器
（
缶
・
ビ
ン
以
外
の
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
な
ど
の
容
器
）
ま
た
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
、
フ
タ
を
し
っ

か
り
密
封
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
回
収
し
た
廃
食
用
油
は
、
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
に
リ
サ

イ
ク
ル
し
、
給
食
配
送
車
の
燃
料
に

利
用
し
ま
す
。

◆
ウ
エ
ス
と
し
て
回
収
で
き
な
い
主
な
も
の

黒
色
系
衣
類
、
オ
ー
バ
ー
、
コ
ー
ト
、

背
広
、
裏
地
の
つ
い
て
い
る
も
の
、
作

業
ズ
ボ
ン
、
学
生
服
、
ジ
ー
ン
ズ
、
布

団
、
座
布
団
、
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
製
品
、

く
つ
し
た
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど

◆
問
合
せ
先

町
環
境
課
　
1
６
７
５
―
８
１
０
９

綿
混
紡
率
50
％
以
上
の
古
着
お
よ

び
廃
食
用
油
は
、
エ
コ
･
ハ
ウ
ス
た

か
ね
ざ
わ
の
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
開
館
時
間
中
に
随
時
回
収
し

て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

エ
コ
･
ハ
ウ
ス
た
か
ね
ざ
わ

1
６
８
０
―
２
０
８
０

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/9

町
農
業
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

古
着（
古
布
）、
廃
食
用
油
の
回
収
を
行
い
ま
す

会長職務代理者
大橋　悦雄

会　長
鈴木　克利



光
陽
台
・
宝
石
台
地
内
と
亀
梨
地
内
に
お
い
て
、
道
路
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
通
行
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

町
都
市
整
備
課
　
都
市
整
備
担
当
　
1
６
７
５
―
８
１
０
７

１．

光
陽
台
・
宝
石
台
地
内

◆
工
事
期
間

６
月
〜
９
月
下
旬

◆
交
通
規
制

片
側
通
行

２．

亀
梨
地
内

◆
工
事
期
間

６
月
〜
11
月
下
旬

◆
交
通
規
制

片
側
通
行

（
通
行
止
め
の
時
も
あ
り
）

町
で
は
定
額
給
付
金
の
給
付

申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
申
請
書
が
届
い
て
い

な
い
方
は
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
申
請
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
郵

送
ま
た
は
窓
口
で
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
６
月
１
日
か
ら
現
金

で
の
給
付
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
現
金
で
の
受
け
取
り
を
希

望
す
る
方
は
、
原
則
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
申
請
当
日
の
お
支

払
い
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
受
付
窓
口

町
役
場
　
第
３
庁
舎
１
階

大
会
議
室

平
日
（
月
曜
〜
金
曜
）

９
時
〜
16
時

◆
問
合
せ
先

定
額
給
付
金
申
請
受
付
専
用

窓
口
（
町
総
務
課
　
行
政
経

営
担
当
）

1
６
７
５
―
９
１
２
０

1
６
７
５
―
２
４
０
９

平
成
21
年
度
の
自
動
車
税
の

納
税
は
お
済
み
で
す
か
。

納
期
限
（
６
月
１
日
）
が
過

ぎ
ま
し
た
の
で
、
お
忘
れ
に
な

っ
て
い
る
方
は
至
急
納
税
し
て

く
だ
さ
い
。

納
税
さ
れ
な
い
場
合
、
督
促

状
が
送
付
さ
れ
、
延
滞
金
も
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
を
発
送
し
て

か
ら
10
日
を
経
過
し
て
も
完
納

し
な
い
場
合
、
差
し
押
さ
え
な

ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

矢
板
県
税
事
務
所
　
収
税
課

1
０
２
８
７
―
４
３
―
２
１
７
１
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道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

定
額
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

自
動
車
税
（
県
税
）



塩
谷
地
区
に
お
け
る
救
急
医

療
体
制
は
、
Ｊ
Ａ
塩
谷
総
合
病

院
の
経
営
破
た
ん
以
来
、
危
機

的
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

４
月
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

が
運
営
す
る
新
し
い
塩
谷
病
院

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
い
っ
た
ん
低
下
し
た
病
院

機
能
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
状
況
を
認
識
し
、
塩
谷

地
区
の
新
し
い
医
療
体
制
を
構

築
す
る
に
は
、
医
療
機
関
相
互

の
連
携
事
業
強
化
や
利
用
者
の

理
解
・
協
力
、
行
政
の
支
援
が

欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。塩

谷
郡
市
医
師
会
で
は
、
７

月
11
日
（
土
）
15
時
か
ら
、
矢

板
市
文
化
会
館
に
お
い
て
「
救

急
医
療
の
現
状
と
展
望
」
と
題

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

救
急
医
療
体
制
は
皆
さ
ん
と

行
政
、
医
療
関
係
者
が
協
力
し

て
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
塩
谷
地
区
の
医
療
に

関
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご

質
問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

に
よ
り
塩
谷
郡
市
医
師
会
事
務

局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

６
月
15
日
（
月
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

社
団
法
人
　
塩
谷
郡
市
医
師
会

事
務
局

〒
３
２
９
―
１
３
１
２

さ
く
ら
市
桜
野
１
３
１
９
―
３

さ
く
ら
市
氏
家
保
健
セ
ン
タ
ー
内

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
８
２
―
５
７
６
０

Ｅ
メ
ー
ル

s
h
io
y
a
@
to
c
h
ig
i-

m
ed.or.jp
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人
は
誰
で
も
健
康
な
時
は
病

気
の
こ
と
な
ど
考
え
ま
せ
ん
。

な
る
べ
く
な
ら
病
院
と
は
縁
が

な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ま
で
病
気

一
つ
し
た
こ
と
が
な
い
人
が
突

然
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
病
に

襲
わ
れ
た
り
、
事
故
に
遭
遇
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が

救
急
隊
や
救
急
病
院
な
の
で

す
。救

急
病
院
は
１
９
６
４
年
の

「
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
」

に
よ
っ
て
、
制
度
化
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
経
済
が
急
成
長
す
る

過
程
で
自
動
車
が
広
く
普
及

し
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

交
通
外
傷
な
ど
に
対
応
で
き
る

救
急
病
院
が
必
要
に
な
っ
た
の

で
す
。
ま
た
、
以
前
だ
っ
た
ら

な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
心
筋
梗

塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
重
い
病
気

も
医
学
の
進
歩
に
よ
り
早
期
に

治
療
を
開
始
す
れ
ば
治
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
情
が
救
急
医
療
の
重
要
性
を

増
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

救
急
医
療
は
帰
宅
が
可
能
な

軽
い
病
気
が
対
象
と
な
る
一
次

救
急
、
入
院
が
必
要
と
な
る
二

次
救
急
、
前
述
の
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
な
ど
の
重じ
ゅ
う

篤と
く

な
疾
患

を
扱
う
三
次
救
急
に
分
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
医

療
機
関
や
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー

が
役
割
分
担
す
る
こ
と
で
う
ま

く
機
能
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
軽

い
病
気
の
患
者
が
三
次
救
急
病

院
で
あ
る
大
学
病
院
に
集
中
し

た
り
、
不
適
切
な
救
急
車
の
利

用
で
必
要
な
時
に
救
急
車
が
利

用
で
き
な
い
状
況
が
起
き
て
い

ま
す
。

ま
た
、
救
急
病
院
で
働
く
医

師
を
は
じ
め
と
し
た
ス
タ
ッ
フ

は
あ
ま
り
の
激
務
に
病
院
か
ら

次
々
と
去
り
、
救
急
病
院
そ
の

も
の
が
存
続
の
危
機
に
あ
る
の

で
す
。

昨
年
経
営
移
譲
で
揺
れ
た
塩

谷
総
合
病
院
も
同
じ
よ
う
な
事

情
で
経
営
困
難
に
陥
り
ま
し

た
。
こ
の
４
月
か
ら
国
際
医
療

福
祉
大
学
塩
谷
病
院
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

以
前
の
よ
う
な
救
急
医
療
が
で

き
る
体
制
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。地

域
の
医
療
を
守
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
、
行
政
、
医
療

関
係
者
が
、
よ
い
知
恵
を
出
し

合
っ
て
支
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

来
る
７
月
11
日
（
土
）
に
矢

板
市
で
今
後
の
救
急
医
療
の
構

築
の
た
め
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
医

療
を
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

※
ご
意
見
、
ご
質
問
、
取
り
上

げ
て
欲
し
い
病
気
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
〒
３
２
９
―
１
３
１

２
さ
く
ら
市
桜
野
１
３
１
９
―

３
さ
く
ら
市
氏
家
保
健
セ
ン
タ

ー
内
　
塩
谷
郡
市
医
師
会
「
養

生
の
ス
ス
メ
」
係
り
ま
で
お
便

り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

塩
谷
郡
市
医
師
会
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

養
生
の
ス
ス
メ

第
25
回

「
救
急
医
療
を

守
る
た
め
に
」

岡
医
院
院
長

岡
　
　
一
雄
（
さ
く
ら
市
）

「
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

質
問
募
集
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
27
28
29
30

山の下、宿、石沼
吹上、木内、やなぜ
めぐりや、般若塚
西 根
金 井
栗 ヶ 島
寺 渡 戸
西 高 谷
西 下
西 上
東 上
東 下
仁 井 田
東 高 谷
上 太 田
中 郷
太 田
桑 窪
上 柏 崎
亀 梨
中 柏 崎
下 柏 崎
飯 室
文 挾
伏 久
上 阿 久 津 中 妻
中 阿 久 津 東
中 台

中　山　征　夫
鈴　木　悦　夫
大　塚　佳　昭
岩　本　勝　男
檜　山　一　好
加　藤　正　秋
山　本　喜　昭
小　堀　哲　郎
小　池　康　夫
関　根　幸　雄
岡　本　佳　久
赤　羽　宏　一
坪　山　明　弘
笠　倉　正　矩◎
伊　藤　誠　一
加　藤　　　章
黒　崎　正　芳
平　山　　　修
古　口　芳　治
小　林　一　夫
矢　口　武　一
鈴　木　恭　司
田　嶋　幸　一
阿久津　友　男
村　上　悦　郎
手　塚　恒　彦
加　藤　正　夫
小　池　忠　夫

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

上 高 南 部
上 高 中 部
西 根
金 井
栗 ヶ 島
寺 渡 戸
西 高 谷
西 下
西 上
東 上
東 下
仁 井 田
東 高 谷
上 太 田

斎　藤　誠　治◎
鈴　木　久　雄
岩　本　　　元〇
篠　田　徹　夫
古　郡　富　夫
山　本　景　一
菅　又　功　雄
小　池　康　夫
斎　藤　悦　男
岡　本　佳　久
加　藤　正　幸
田　口　悦　夫
鶴　見　憲　明
三ツ井　政　訓

中　山　征　夫
鈴　木　悦　夫
大　塚　佳　昭
岩　本　勝　男
檜　山　一　好
木　村　進　一
戸井田　文　夫
古　口　順　大
亀　田　勝　司
奥　畑　賢　一
岡　本　正　範
佐　藤　敏　一
伴　　　紀　男
笠　倉　正　矩
宇　塚　孝　之
木　村　一　夫
藤　田　　　潔
谷　口　　　次
村　上　　　旭
小　林　一　夫
矢　口　信　夫
河　又　正　雄
鈴　木　武　樹〇
齋　藤　芳　司
村　上　廣　知
手　塚　恒　彦
加　藤　正　夫
小　池　忠　夫

小　室　惠　治
平　石　厚　夫
黒　内　安　男
板　橋　康　雄
黒　内　正　治
齋　藤　昌　克
野　澤　　　誠
増　渕　　　博
野　澤　隆　夫
岡　本　安　久
長　岡　茂　夫
山　本　　　茂
齋　藤　年　民
増　渕　雅　嗣
齋　藤　幸　成
岡　崎　　　務
増　淵　明　男
野　中　英　夫
土　田　一　雄
本　多　茂　夫
及　川　史　朗
熱　海　　　宏◎
北　澤　利　夫
鈴　木　孝　延〇
雫　　　英　二
諸　江　清　志
杉　元　順　二

齋　藤　富士夫
平　石　厚　夫
黒　内　安　男
板　橋　康　雄
黒　内　正　治
齋　藤　昌　克
野　澤　　　誠
鈴　木　晴　久
野　澤　隆　夫
岡　本　安　久
長　岡　茂　夫
山　本　英　雄
齋　藤　年　民
増　渕　雅　嗣
齋　藤　幸　成
岡　崎　　　務
増　淵　明　男
野　中　英　夫
土　田　一　雄
本　多　茂　夫
武　田　哲　也
熱　海　　　宏〇
加　藤　征　勝
鈴　木　孝　延〇
牧　　　恒　男
河　内　繁　雄
山　際　真太郎

石神、さぎのや
東

宮 下
関 場
西 大 谷
天 沼
笹 原
向 原

宿
原

柳 林
籠 関
赤 堀
天 神 坂
西 町
宝 積 寺 中
宝 積 寺 上
中 阿 久 津 西
台 の 原
宝 積 寺 下
御 料 牧 場
東 町 北 区
東 町 中 区
東 町 南 区
光 陽 台
宝 石 台
フローラルアベニュー

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
47
48
49
50
52
53
54
55
56
57
58
59

区 区　　域 区 長 氏 名 保健委員氏名 区　　域 区 長 氏 名 保健委員氏名区

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

中 郷
太 田
桑 窪
台 新 田
柏 崎
飯 室
文 挾
伏 久
中 妻
中 阿 久 津
中 台
宝 積 寺
大 谷
笹 原

木　村　　　貢
田　代　正　夫〇
吉　葉　芳　弘
小　林　正　光
鈴　木　保　夫
高　崎　松　夫
小　林　　　博
鈴　木　定　次
増　渕　豊　利
野　中　照　雄
加　藤　悦　夫
石　川　勝　男
大　橋　　　勉
根　岸　政　実

29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

向 原
宿
原

柳 林
籠 関
赤 堀
天 神 坂
西 町
東 町 北 区
東 町 中 区
東 町 南 区
光 陽 台
宝 石 台
フローラルアベニュー

山　崎　　　享　
鈴　木　秀　明
岡　本　安　久
長　岡　茂　夫
山　本　英　雄
斎　藤　定　夫
増　渕　雅　嗣
川　又　　　好
林　　　要　作
野　中　良　雄
小　堀　輝　夫
仲　田　康　生
滝　田　知　明
斎　藤　文　隆

No. 公 民 館 名 館 長 名 No. 公 民 館 名 館 長 名 No. 公 民 館 名 館 長 名

区長および保健委員

公民館長

町行政区長・保健委員・公民館長・
農事組合長をご紹介します（敬称略）

自治公民館連絡協議会の正副会長
◎は会長、〇は副会長

区長会、保健委員会の正副会長
◎は会長、〇は副会長

平成21年度
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
12
13
14
15
16

上高南部
上高中部
上高東部
西 根
金 井
栗 ヶ 島
寺 渡 戸
西 高 谷
西 下
西 上
東 上
東 下
仁 井 田
東 高 谷
上 太 田

阿久津　秀　男
鈴　木　文　治
小　堀　栄　一
永　井　良　男
平　野　秀　雄
鈴　木　正　夫
岩　原　孝　男
鈴　木　芳　典
小　池　正　司
鈴　木　秀　夫
石　塚　哲　夫◎
赤　羽　喜代三
斎　藤　伸　夫
関　口　　　忠
加　藤　一　男

区 組合名 組 合 長 名

17
18
19

20・21
22・23
24
25
27
28

29・30
31
32
33
34
35

中 郷
太 田
桑 窪
台 新 田
柏 崎
飯 室
文 挾
伏 久
中 妻
中 東 台
石神、さぎのや
東

宮 下
関 場
西 大 谷

大　山　　　孝〇
田　代　和　男
山　崎　悦　男
小　池　正　二
大　森　秀　俊
山　崎　文　雄
小　林　仁　一
篠　 一　美
増　渕　恵　司
野　中　　　守
齋　藤　耕太郎
井　上　定　一
大　橋　芳　治
鈴　木　康　久
黒　内　正　治

区 組合名 組 合 長 名

36
37
38
39
40
41
42
43
47
48
49
50
52

45・54・55・56

天 沼
笹 原
向 原
宿
原

柳 林
籠 関
赤 堀
宝 中
宝 上
中 西
台 の 原
宝 下
西町、東町

吉　沢　　　實
鈴　木　光　三
鈴　木　晴　久
野　中　昭　男
矢田部　公　一
加　藤　哲　男
加　藤　晃　一
荻　原　卓　朗
小　堀　良　三　
古　沢　利　彦
野　中　一　克〇
平　野　明　夫
野　中　　　茂
山　 英　男

区 組合名 組 合 長 名

農事組合長

町民皆さんの

参加ページです。

町
秘
書
広
報
課　

広
報
公
聴
担
当

3
6
7
5　

8
1
0
2 

5
6
7
5　

２
４
０
９

Ｅ
メ
ー
ル kouhou@

tow
n.takanezaw

a.tochigi.jp

※皆さんから寄せられるご意見やお便りをご紹介します。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界
に
新
風
を
！

Ｕ
16
日
本
代
表
に

植う
え

木き

千ち

晴は
る

さ
ん

こ
の
た
び
、
北
高
根
沢
中
学
校
出

身
の
植
木
千
晴
さ
ん
（
上
高
根
沢
）

が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
16
歳
以
下
日
本

代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
８
月
６
日

か
ら
18
日
に
か
け
て
、
チ
ェ
コ
で
開

催
さ
れ
る
ユ
ー
ス
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
挑
み
ま
す
。

現
在
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
強
豪

校
、
埼
玉
県
の
星
野
高
校
に
在
籍

し
て
い
ま
す
が
、
Ｕ
16
代
表
と
し

て
、
本
県
関
係
者
が
選
抜
さ
れ
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

植
木
さ
ん
は
、
小
学
校
３
年
生

か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
ま
し

た
。
６
年
時
に
は
、
練
習
で
培
っ

た
強
肩
を
生
か
し
、
陸
上
競
技
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
で
県
大
会
新
記

録
を
達
成
す
る
な
ど
、
当
時
か
ら
非

凡
な
運
動
能
力
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合

は
、
県
大
会
２
回
戦
敗
退
が
続
き
、

そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
猛
特
訓
を
始

め
ま
し
た
。
途
中
何
度
も
挫
折
し

か
け
ま
し
た
が
、
全
日
本
の
上う
え

野の

由
岐
子

ゆ

き

こ

投
手
の
『
あ
き
ら
め
な
け
れ

ば
夢
は
必
ず
叶
う
。
努
力
し
だ
い

で
！
』
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
再
び

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
ち
、
日
々
練

習
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

中
学
１
年
時
の
練
習
試
合
で
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
ス
、
守
備
（
捕

手
）で
の
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
、

盗
塁
を
さ
す
強
肩
な
ど
が
中
学
栃

木
選
抜
の
監
督
の
目
に
と
ま
り
、

１
年
生
な
が
ら
全
国
都
道
府
県
選

抜
大
会
に
出
場
し
準
優
勝
。
２
年

連
続
出
場
し
た
翌
年
は
、
見
事
全

国
制
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

今
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
選
考

会
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
選
抜
さ

れ
て
き
た
有
力
選
手
の
中
、
代
表

枠
17
人
の
狭
き
門
を
見
事
通
過
し
、

世
界
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。『夢

は
必
ず
叶
う
。
努
力
し
だ
い

で
！
』。
大
き
な
夢
の
達
成
に
向
け

て
、彼
女
は
走
り
続
け
い
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
　
白し
ら

久く

昌
生
ま
さ
い
き

さ
ん

農事組合長会の正副会長
◎は会長、〇は副会長

今年度から、年度更新の手続
きは６月１日から７月10日まで
の間に行っていただくことにな
ります。
労働保険料の算定方法は変わ
りませんが、労働保険料・雇用
保険料率が改正されていますの
で、保険料計算にはご注意くだ
さい。
なお、概算・確定保険料の申

告・納付は栃木労働局労働保険
徴収室、労働基準監督署におい
て受け付けていますが、最寄り
の日本銀行歳入代理店や郵便局
などでも取り扱っています。
手続きの際は、申告書と納付

書を切り離さず、保険料を添え
て窓口に提出してください（労
働保険料申告書などの事務を社
会保険労務士や労働保険事務組
合に委託する方法もあります）。
◆問合せ先　
栃木労働局労働保険徴収室

1６３４－９１１３
または、労働基準監督署、

公共職業安定所へ

労働保険年度更新の
申告・納付時期は

6月1日～7月10日です

事業主の皆さまへ
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◆
犬
の
無
駄
吠
え
は
近
所
迷
惑
で
す

犬
の
鳴
き
声
は
近
所
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
し
つ
け
が
十
分

で
な
い
こ
と
や
運
動
不
足
が
そ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と

日光杉並木街道クリーン作戦日光杉並木街道クリーン作戦20092009
日本で唯一、国の特別史跡・特別天然記念物の二重指定を受けた貴重な文化遺

産である日光杉並木街道の清掃活動を実施します。
皆さん、ぜひご参加ください。
◆日　　時 ７月18日（土）９時30分から12時
◆場　　所 日光市役所本庁集合解散

〔日光市今市（追分地蔵尊）から森友間約３ｋｍ間の清掃活動
を行います〕

◆募集人数 350人
◆参加資格 制限はありません。ただし、小学生以下の参加の場合は保護者同伴
でお願いします。

◆申込方法 氏名・住所・年齢・電話番号を明記のうえ、ハガキ、ＦＡＸ、Ｅメ
ールでお申込みください。
グループの場合は、代表者を明記し、参加者全員分記入してください。

◆その他 駐車場は、日光市役所本庁舎外来駐車場をご利用ください。
小雨決行、荒天中止とします。

◆申込期限　７月７日（火）
◆申込み・問合せ先
（財）日光杉並木保護財団「日光杉並木街道クリーン作戦」係
〒320－8501 宇都宮市塙田１－１－２０　
栃木県教育委員会事務局　文化財課
†623ー3462 FAX623ー3426
Ｅメール　bunkazai＠pref.tochigi.lg.jp

※詳細は、栃木県のホームページ
（http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/bunkazai/）でもご覧いただけます。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
、
申
請

に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ

ま
す
。
７
月
は
更
新
月
で
す
。
継
続
申
請
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
方
は
、
７
月
以
降
に
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
失
業
に
よ
る
申
請

平
成
20
年
４
月
以
降
に
失
業
し
た
方
は
、
制
限
額
を
超
え

る
所
得
が
あ
っ
て
も
免
除
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

免除の種類
月々の保険料
（定額14,660円）

１人世帯の場合
の免除になる所
得制限のめやす

４人世帯の場合
の免除になる所
得制限のめやす

全額納付した場
合と比較した
年金受給額

４分の１免除 11,000円 １８９万円 ３３５万円 ７/８

半額免除 7,330円 １４１万円 ２８２万円 ３/４

４分の３免除 3,670円 ９３万円 ２３０万円 ５/８

全額免除 0円 ５７万円 １６２万円 １/２

☆免除の種類と所得制限のめやす☆

□本人、配偶者、世帯主ともに平成20年中の所得が制限額を超えないことが条件です。
□「４人世帯」は、夫または妻のどちらかだけに所得があり、16歳未満の子ども
が２人の場合の例です。あくまで目安ですので、詳しくは申請窓口までお問合
せください。
□免除された期間の保険料は、10年前までさかのぼって追納することができます。
追納すると年金受給額は通常に戻ります。経済的に余裕ができた際には、追納
をおすすめします。
□前年の所得が未申告の方は審査ができませんので、申告していただいてから申
請受付をします。
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が
あ
り
ま
す
。
無
駄
に
吠
え
さ
せ
な
い
し
つ
け
や
、
毎
日
散

歩
を
行
う
な
ど
し
て
ス
ト
レ
ス
を
た
め
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
散

歩
す
る
と
き
に
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
家
で
ト

イ
レ
を
し
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
犬
が
散
歩
中
に
ふ

ん
を
し
た
と
き
は
、
必
ず
持
ち
帰
り
適
切
な
方
法
で
処
分
し

ま
し
ょ
う
。

犬
の
放
し
飼
い
に
つ
い
て
も
、
み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り
ま

す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
犬
に
と
っ
て
も
、
交
通

事
故
に
合
う
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
散
歩
を
す
る
と

き
も
、
必
ず
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

飼
い
主
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
近

所
や
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
最
低
限
の
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
、
ペ
ッ
ト
と
楽
し
く
快
適
に
暮
ら
し
ま
し
ょ

う
。◆

空
き
地
の
除
草
を
お
願
い
し
ま
す

雑
草
が
繁
茂
す
る
季
節
で
す
。
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
、
交

通
に
支
障
を
き
た
す
ば
か
り
か
、
不
法
投
棄
の
原
因
と
な
っ

た
り
、
病
害
虫
が
発
生
し
た
り
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
土
地
所
有
者
（
管
理
者
）
の
皆
さ
ま
に
は
、

空
き
地
の
雑
草
が
繁
茂
す
る
前
に
、
除
草
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
除
草
後
の
草
の
管
理
や
農
薬
の
使
用
に
関
し
て
は
、

周
辺
地
域
の
状
況
を
考
慮
し
た
う
え
で
対
処
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う

○
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら
れ
た
収
集
日
・
収
集

場
所
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
は
、
収
集
当
日
の
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
資
源
び
ん
」、「
カ
ン
・
ガ
ラ
ス
・
不
燃
物
」、「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」
は
、
必
ず
指
定
の
コ
ン
テ
ナ
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
先
　
町
環
境
課
　
　
　
　
†
６
７
５
―
８
１
０
９

栃木県育英会　奨学生募集
（財）栃木県育英会では、４月に高等学校（特別支援学

校の高等部を含む）または修業年限２年以上の専修学校高
等過程に在学している人を対象に奨学生を募集します。

◆募集期間 ６月23日（火）まで

◆貸与月額　国公立　18,000円　
私　立　30,000円

◆願書等配布先　県内高等学校、町教育委員会、県教育事
務所、県民センター、県民相談室に配布しています。
◆問合せ先
（財）栃木県育英会事務局　†623－3459
ホームページアドレス　http：//www16.ocn.ne.jp/̃tochiiku/
◆お願い
栃木県育英会では、奨学金の貸付原資となる善意の寄付

金を募集しています。一人でも多くの方にご支援いただけ
ますようお願いします。
詳細は、事務局までお問合せください。

す
。
申
請
に
は
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
（
コ
ピ
ー
可
）

②
印
鑑

※
雇
用
保
険
の
な
い
職
場
に
お
勤
め
だ
っ
た
方
は
、
直
接
窓

口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
若
年
者
納
付
猶
予

免
除
の
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
も
審
査
し
ま
す
が
、
若
年

者
猶
予
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み
審
査
し
ま
す
。
た

だ
し
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
年
金
額
に
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
住
民
課
　
総
合
窓
口
担
当

†
６
７
５
ー
８
１
０
０

※
代
理
の
方
が
申
請
に
来
る
場
合
は
、
そ
の
方
の
免
許
証
な

ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。



Eメールアドレス　kouhou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 16

４
月
24
日
、
県
自
治
会
館
で
行

わ
れ
た
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
総

会
に
お
い
て
、
西
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
『
み
ら
い
』
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
章
し

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り

住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
の
た

め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
る
団
体
や
個
人
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、『
み
ら
い
』

を
含
め
３
団
体
が
受
章
。
福
田
知

事
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

『
み
ら
い
』
は
、
宝
積
寺
西
町

の
有
志
を
中
心
に
平
成
７
年
４
月

に
発
足
。「
で
き
る
事
を
、
で
き
る

時
に
、
で
き
る
だ
け
」
の
活
動
方

針
の
も
と
、
宝
積
寺
駅
前
の
清
掃

や
花
壇
整
備
を
行
っ
た
り
、
ア
ル

ミ
缶
回
収
や
バ
ザ
ー
の
益
金
の
寄

付
な
ど
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

交
流
の
活
発
化
、
連
帯
感
の
向
上

を
図
り
、
住
民
自
ら
の
手
に
よ
る

地
域
づ
く
り
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。加か

藤
晴
一

と
う
せ
い
い
ち

代
表
は
、「
15
年
間
活

動
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
、
人

の
心
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
こ

と
が
一
番
の
収
穫
。
そ
し
て
、
心

の
つ
な
が
り
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
活
動
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

『
み
ら
い
』
が
知
事
表
彰

北
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
小
堀
昭
司

こ
ぼ
り
し
ょ
う
じ

さ
ん
（
81
歳
）
と
鈴
木
ト
シ
子
さ

ん
（
77
歳
）
は
、
毎
朝
二
人
揃
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
を
見
守

っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
が
雨

の
中
登
校
し
て
い
る
の
に
、
大
人

が
休
む
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、

雨
の
日
で
も
『
見
守
り
』
は
欠
か

し
ま
せ
ん
。

「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
立
つ
こ

と
が
嫌
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
た

く
さ
ん
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
鈴
木
さ
ん
は
、
握
手
や
ハ

イ
タ
ッ
チ
を
交
え
て
子
ど
も
た
ち

と
陽
気
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま

す
。
小
堀
さ
ん
は
、「
初
め
は
恥
ず

か
し
が
っ
て
い
る
子
ど
も
で
も
、

１
週
間
続
け
る
と
元
気
に
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

高
校
生
も
自
ら
あ
い
さ
つ
し
て
く

れ
ま
す
よ
」
と
温
か
い
眼
差
し
を

お
く
り
ま
す
。

二
人
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
歴
は

６
年
。
始
め
た
当
時
、
１
年
生
だ

っ
た
児
童
が
今
年
６
年
生
。「
友
だ

ち
の
孫
で
、
１
年
生
の
頃
は
恥
ず

か
し
が
っ
て
あ
い
さ
つ
で
き
な
か

っ
た
子
が
、
今
で
は
『
家
に
遊
び

に
き
て
く
だ
さ
い
ね
』
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

な
お
、
北
小
学
校
で
は
、
５
月

12
日
、
１
年
生
の
一
斉
下
校
の
開

始
に
合
わ
せ
、
全
校
児
童
と
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
の
顔
合
わ
せ
式
を
行

い
ま
し
た
。

渡
邉
幸
雄

わ
た
な
べ
ゆ
き
お

校
長
は
、
児
童
た
ち

に
「
安
全
・
安
心
に
登
下
校
で
き

る
の
は
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

の
顔
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
」
と
話

す
と
、
町
防
犯
連
絡
協
議
会
北
結

社
支
部
の
笠
倉
正
矩

か
さ
く
ら
ま
さ
の
り

支
部
長
は

「
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
、
学
校

で
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
22
人
の
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
が
一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
。

「
私
た
ち
に
負
け
な
い
声
で
登
下
校

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
」
な

ど
呼
び
か
け
る
と
、
児
童
全
員
で

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
大

き
な
あ
い
さ
つ
を
返
し
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
23
日
に
開
催
さ
れ

た
同
校
の
運
動
会
に
お
い
て
、
80

歳
を
越
え
て
現
役
で
活
躍
し
て
い

る
５
人
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
対

し
、
校
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
児
童
や
保
護

者
た
ち
か
ら
感
謝
の
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
見
守
ら
れ
元
気
に
通
学
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５
月
10
日
、
平
田
地
内
に
お
い

て
、
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
親
子
ど
ろ
ん
こ
道
場
」
の
田
植
え

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
農
業
体
験
を
通

し
た
親
子
の
交
流
や
青
少
年
の
健

全
育
成
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
道
場
支
援
隊
の
加
藤
章

か
と
う
あ
き
ら

さ
ん

指
導
の
も
と
、
小
学
生
親
子
10
家

族
31
人
が
田
植
え
機
に
乗
っ
て
苗

植
え
を
行
い
ま
し
た
。

田
植
え
機
に
乗
り
込
む
と
、
前

を
見
つ
め
真
剣
な
表
情
で
操
作
す

る
大
人
た
ち
の
姿
と
、
そ
の
横
で

は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
苗
を
直
線
に
配
列

し
て
い
く
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

く
、
水
田
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性

的
な
曲
線
が
描
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
田
植
え
機
で
植
え
ら
れ

な
か
っ
た
所
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
た
宇
都
宮
白
楊
高
校
の

生
徒
３
人
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

１
本
１
本
て
い
ね
い
に
植
え
ま
し

た
。「

親
子
ど
ろ
ん
こ
道
場
」
で
は
、

ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
っ
て
低
農
薬

の
稲
作
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
田
植

え
作
業
の
後
、
次
回
放
鳥
す
る
予

定
の
ア
イ
ガ
モ
の
ヒ
ナ
が
里
親
希

望
者
に
配
付
さ
れ
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
早
速
自
分
で
育
て
る
ア
イ

ガ
モ
に
名
前
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
町
食
育
地
産
地
消
推

進
委
員
の
協
力
に
よ
り
、
前
年
度

の
同
道
場
で
収
穫
さ
れ
た
餅
米
を

使
っ
た
赤
飯
や
味
噌
の
お
に
ぎ
り

を
味
わ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
田
ん
ぼ
の
草
取
り
や

秋
の
稲
刈
り
体
験
、
そ
の
他
、
各

種
農
産
物
の
収
穫
体
験
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

４
月
15
日
か
ら
27
日
ま
で
国
立

新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
、
第
95

回
記
念
光
風
会
展
に
お
い
て
、
大

谷
喜
男
さ
ん
（
石
末
）
の
絵
画
作

品
『
路み

ち

』
が
最
高
賞
の
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

光
風
会
展
は
、
明
治
45
年
６
月

に
第
１
回
展
を
開
催
し
て
以
来
、

97
年
に
わ
た
り
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
伝
統
あ
る
公
募
展
。

大
谷
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

同
展
で
数
々
の
賞
を
受
賞
。
ま
た
、

平
成
11
年
と
平
成
16
年
の
日
展
で

は
特
選
を
受
賞
す
る
な
ど
、
め
ざ

ま
し
い
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

サ
ー
カ
ス
の
道
化
や
大
道
芸
人

を
テ
ー
マ
に
描
き
続
け
、
一
連
の

作
品
に
『
路
』
と
い
う
題
名
を
つ

け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
芸
人

の
姿
を
通
し
て
、
そ
の
時
々
の
自

分
自
身
を
描
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

自
己
に
内
蔵
す
る
得
体
の
知
れ
な

い
宇
宙
を
、
油
絵
で
表
現
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

題
名
の
『
路
』
は
、
自
分
が
歩
ん

で
き
た
道
、
歩
む
べ
き
道
と
い
う

意
味
を
込
め
て
い
ま
す
」
と
語
る

大
谷
さ
ん
。「
受
賞
の
知
ら
せ
を
受

け
た
時
、
驚
き
で
体
が
震
え
、
熱

い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
」
と

喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

な
お
、
７
月
26
日
（
日
）
か
ら

８
月
２
日
（
日
）
に
か
け
て
、
県

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
95
回
記

親
子
で
田
植
え
体
験

文
部
科
学
大
臣
賞
に
大
谷
喜
男

お
お
や
よ
し
お

さ
ん

総
務
省
・
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

６
月
１
日
か
ら
10
日
は
、「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で
す
。

み
ん
な
で
電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
先
　
関
東
総
合
通
信
局

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

1
０
３
│
６
２
３
８
│
１
９
３
９

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
妨
害

1
０
３
│
６
２
３
８
│
１
９
４
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

1
０
３
│
６
２
３
８
│
１
９
４
４

念
光
風
会
展
・
宇
都
宮
展
（
後

援
・
栃
木
県
、
宇
都
宮
市
な
ど
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
光
風

会
展
に
出
品
さ
れ
た
秀
作
に
、
地

元
作
家
の
入
選
作
を
加
え
た
約
１

３
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。



回
1
2
3
4

　  開催日
６月27日（土）
９月10日（木）
11月27日（金）
１月22日（金）

　　　  内　　　容
おとうさんも一緒に遊ぼう
運動会
クリスマス
節分

研修Ⅰ

研修Ⅱ
研修Ⅲ

人権講演会
演題：「人権教育の課題について」
講師：NPO人権センターとちぎ　戸田　眞　氏
人権啓発映画「バースディレストラン」
ふりかえり（アンケートなど）

親子で楽しむふれあい交流親子で楽しむふれあい交流親子で楽しむふれあい交流親子で楽しむふれあい交流親子で楽しむふれあい交流

平成21年度人権教育平成21年度人権教育
指導者一般研修のお知らせ指導者一般研修のお知らせ
平成21年度人権教育平成21年度人権教育

指導者一般研修のお知らせ指導者一般研修のお知らせ
平成21年度人権教育

指導者一般研修のお知らせ

海外滞在チャレンジ補助事業　参加者募集海外滞在チャレンジ補助事業　参加者募集海外滞在チャレンジ補助事業　参加者募集海外滞在チャレンジ補助事業　参加者募集海外滞在チャレンジ補助事業　参加者募集

平成21年度とちぎ家庭教育サポート事業のお知らせ平成21年度とちぎ家庭教育サポート事業のお知らせ平成21年度とちぎ家庭教育サポート事業のお知らせ平成21年度とちぎ家庭教育サポート事業のお知らせ平成21年度とちぎ家庭教育サポート事業のお知らせ

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 18

まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

季節の行事をお子さんと楽しんでみましょう。年
４回実施しますので、皆さんでご参加ください。
事前申込みはいりません。当日参加でOKです。
◆日 に ち

◆時　　間 いずれも10時～11時30分
◆場　　所 図書館中央館　アートホール
◆対　　象 未就学児と保護者
◆主　　催 家庭教育オピニオンリーダーたかね会
◆問合せ先　代表　吉田　1675－3076

昨年11月実施　クリスマス会の様子

◆日　　時 ６月26日（金）13時30分～16時10分
（13時15分受け付け）

◆場　　所 塩谷町公民館
◆内　　容

◆主　　催 栃木県教育委員会
◆申込期限 ６月15日（月）
◆申込み・問合せ先
町生涯学習課 生涯学習グループ1675－3175

小中学生の皆さん、海外でのホームステイにチャ
レンジしませんか。
滞在先は自分自身で自由に決められます。
◆実施時期 小中学校の夏・冬・春休み期間中

（平成22年３月末まで）
◆対 象 者 町内在住の小学５年生から中学３年生
までの児童生徒。ただし、一人につき、小学校在
学中に１回、中学校在学中に１回とします。
◆選考基準
①現地でのホームステイ期間が小学生４日以上、
中学生６日以上であること
②事前計画書および事後報告書を作成すること
③心身ともに健康で、異文化体験の意欲や関心が
高いこと

◆補助金の額 予算の範囲内において、10万円また
は旅行代金の２分の１のいずれか低い額
◆補助の対象となる経費 旅行会社などが企画した
ホームステイに要する経費のみとします。
※それ以外の食事代や観光にかかる費用などは対
象としません。

◆申込方法 所定の申請書に、旅行日程・経費の明
細などが分かるものを添付して、町こどもみらい
課に直接提出してください。
◆申込み・問合せ先
町こどもみらい課　学校教育担当

1675―6466

県では、社会全体で家庭教育を支援する環境を整
備するため、企業と連携した家庭教育支援事業を推
進します。
◆対　　象 各企業および事業所
◆内　　容 事業の趣旨に賛同する企業・事業所と
連携し、家庭教育推進のための支援活動を行う。
①企業において家庭教育学習会を実施
②企業の家庭教育支援の取り組みを県のホームペ
ージなどで紹介

◆実施期間 平成22年３月まで
◆主　　催 栃木県教育委員会
◆申込み・問合せ先
町生涯学習課　生涯学習グループ

1675－3175
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第11回熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ第11回熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ第11回熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ第11回熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ第11回熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ

広報たかねざわ 子どもは大人社会を写し出す鏡です。高根沢の子どもをみんなで育てましょう19

まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

◆日　　時 ７月４日（土） ７時30分～14時
※雨天、強風時は、体育館で実施します。

◆場　　所 町民広場
◆主　　催 熱気球ふれあい事業実行委員会
◆申込み・問合せ先　高根沢町障害児者生活支援センター　すまいる

1675－2163 FAX675－2274
今回で11回目となるこの事業は、自閉症などの発達障がい、または知的障がいをもつお子さんがいるご家

族を対象としています。昨年12月の事業では37家族が参加し、ボランティア66人の協力を得て行われました。

参加者募集
◆参加対象

自閉症などの発達障がい、または知的
障がいをもつお子さんがいる家族
◆申込期限 ６月26日（金）
◆参 加 費 500円／１家族

＋100円／１人（保険料）
◆企画内容
・熱気球体験搭乗
・えりのあ　ミニコンサート
・ダンボールクラフト
・その他お楽しみイベント

ボランティア募集
高根沢在住の高校生、大学生大歓迎です。気軽にお申込みください。
◆ボランティア活動内容
参加家族の交流サポート、熱気球搭乗体験のサポート
ミニ気球作りのサポート
◆申込期限 ６月19日（金）

ボランティア事前説明会のご案内

本事業への理解を深めるために、事前説明会への参加をお勧
めします。
◆日　　時 ６月27日（土） ９時～13時
◆場　　所 改善センター
◆説明会内容 自閉症などの発達障がい、知的障がいについて

当日のボランティア活動について

第52回町長杯争奪野球大会結果
４月12日・19日　町民広場野球場

《優　　　勝》 TS－TECHヤンキース
《準　優　勝》 鈴木整骨院
《最優秀選手》 馬場　広　（ヤンキース）
《優 秀 選 手》 田口　友隆（鈴木整骨院）
《優 秀 監 督》 大久保康久（ヤンキース）

第30回町長杯ナイターソフトボール大会結果
４月17日～24日　石末運動場

【１部】《優　勝》 大谷クラブ
《準優勝》 高根沢クラブ

【２部】《優　勝》 光陽台ソフトボールチーム
《準優勝》 中台ソフトクラブ

第29回全日本（学童）軟式野球
塩谷ブロック大会「高根沢地区」大会結果

４月18日・29日　町民広場野球場
《優　勝》
HKクラブ
《準優勝》
阿久津スポーツ

第20回会長杯婦人バレーボール大会結果
４月26日　トレーニングセンター

《優　勝》 ウィング
《準優勝》 シュガークラブ
《３　位》 アイリス
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社会福祉協議会コーナー

町民広場福祉センター内
1675̶6953

4777

（社協だより）

ホームページ　http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/kakuka/syakyou/index.htm

◇
地
域
福
祉
活
性
化
事
業

☆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

て
の
計
画
の
推
進

◇
地
域
福
祉
総
合
推
進
事
業

・
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

・
日
常
生
活
用
具
貸
与
事
業

・
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
訪
問

・
高
齢
者
世
帯
訪
問

・
対
象
者
名
簿
の
管
理
、
関
係
機

関
と
の
連
携

◇
介
護
予
防
事
業

・
特
定
高
齢
者
介
護
予
防
事
業
（
は

っ
ぴ
ー
倶
楽
部
）
の
実
施

・
巡
回
介
護
予
防
教
室
の
実
施

◇
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
食
堂
の
運
営

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
事
業

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
高
齢

者
サ
ー
ク
ル
活
動
の
促
進

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
強
化

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

事
　
業
　
計
　
画

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
助
成
事
業

・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
み
す
ず
会
」

と
の
連
携

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
連
携

◇
福
祉
意
識
の
高
揚
事
業

・
町
広
報
「
社
協
コ
ー
ナ
ー
」
で

の
啓
発

・
町
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発

◇
青
少
年
育
成
事
業

・
保
育
園
児
と
老
人
ク
ラ
ブ
員
と

の
交
流
会

・
ふ
れ
あ
い
協
力
校
事
業

・
高
校
生
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
高
校
生
施
設
体
験
研
修

・
児
童
、
生
徒
に
対
す
る
高
齢
者

疑
似
体
験

☆
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

◇
高
齢
者
福
祉
対
策
事
業

・
寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
介
護
者
の

集
い

・
ふ
れ
あ
い
郵
便
事
業

・
寝
た
き
り
高
齢
者
等
布
団
乾
燥

サ
ー
ビ
ス
事
業

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
招
待
事
業

・
高
齢
者
世
帯
招
待
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
（
あ
す
て

ら
す
）
事
業

・
友
愛
訪
問
活
動
の
推
進

◇
母
子
父
子
福
祉
対
策
事
業

・
母
子
父
子
家
庭
交
流
事
業

・
母
子
福
祉
団
体
へ
の
援
助

・
若
年
母
子
部
会
へ
の
援
助

◇
心
身
障
が
い
者（
児
）対
策
事
業

・
視
力
障
が
い
者
へ
の
広
報
等
朗
読

テ
ー
プ
配
布
事
業

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館

・
手
話
講
習
会
の
開
催

・
手
話
研
修
会
事
業

・
身
体
障
が
い
者
団
体
へ
の
援
助

・
心
身
障
が
い
児
者
団
体
へ
の
援
助

◇
援
護
事
業

・
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

・
生
活
福
祉
資
金
貸
与
事
業

・
県
愛
の
基
金
へ
の
協
力

・
町
福
祉
金
庫
の
運
営

・
歳
末
見
舞
金
の
贈
呈

・
行
路
人
旅
費
貸
与
事
業

・
火
災
見
舞
い
金
品
の
給
付

・
福
祉
車
両
貸
出
事
業

・
不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

◇
募
金
等
の
活
動

・
歳
末
助
け
あ
い
運
動
の
推
進

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
推
進

・
日
赤
社
資
納
入
の
推
進

・
町
愛
の
基
金
の
造
成
推
進

◇
そ
の
他
の
活
動

・
日
赤
奉
仕
団
事
業

・
善
意
銀
行
の
運
営

・
共
同
募
金
会
事
業

・
日
本
赤
十
字
社
事
業

☆
＝
新
規
事
業

社
会
福
祉
法
人
高
根
沢
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
業
計
画
な
ら
び

に
収
支
予
算
が
３
月
26
日
の
理
事

会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◆
収
入
の
部

（
単
位
　
千
円
）

・
会
費

２，
８
３
０

・
寄
附
金

３，
２
０
０

・
経
常
経
費
補
助
２
１，
９
３
１

・
受
託
金

２
０，
５
７
０

・
事
業
収
入

２
０
６

・
貸
付
事
業
等
収
入

２
０
０

・
共
同
募
金
配
分
金
１，
５
１
１

・
利
用
料
収
入

２
０
４

・
雑
収
入

１
０

・
受
取
利
息
配
当
金

２
５
９

・
会
計
単
位
間
繰
入

２
０
０

・
経
理
区
分
間
繰
入
７，
３
６
９

・
積
立
金
取
崩
収
入
１，
０
０
０

・
前
年
度
繰
越
金

４，
１
５
０

収
入
合
計

６
３，
６
４
０

◆
支
出
の
部

・
人
件
費

３
９，
５
３
２

・
事
務
費

２，
７
９
８

・
事
業
費

７，
４
４
２

・
貸
付
事
業
等

２
０
０

・
共
同
募
金
配
分
金
１，
５
１
１

・
助
成
金

８
５
０

・
負
担
金

９
７

・
経
理
区
分
間
繰
入
７，
３
６
９

・
固
定
資
産
取
得
費

５
５
０

・
退
職
共
済
預
け
金
２，
１
３
６

・
予
備
費

１，
１
５
５

支
出
合
計

６
３，
６
４
０

一
般
会
計
予
算

平
成　

年
度
事
業
計
画
＆
予
算

21
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６
月
は
、
新
じ
ゃ
が
で
ク
ッ
キ
ン
グ
！

じ
ゃ
が
い
も
は
、
１
／
２
個
の
種
い
も

か
ら
芽
が
出
て
、
左
図
の
よ
う
に
新
し
い

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
増
え
ま
す
。

大
・
中
・
小
い
ろ
い
ろ
な
大
き
さ
の
じ

ゃ
が
い
も
が
で
き
ま
す
。

掘
り
た
て
の
新
じ
ゃ
が
は
、
こ
す
っ
た

だ
け
で
、
皮
が
つ
る
つ
る
と
む
け
ま
す
。

蒸
し
た
り
、
茹
で
た
り
、
揚
げ
た
り
、
煮

た
り
と
新
じ
ゃ
が
料
理
を
味
わ
っ
て
も
ら

え
る
と
良
い
で
す
ね
。

今
月
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
主
催
の
遊

び
の
教
室
（
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
広
場
）
で
好

評
だ
っ
た
『
じ
ゃ
が
い
も
餅
』
を
紹
介
し

ま
す
。
朝
ご
は
ん
に
も
、
お
や
つ
に
も
な

り
ま
す
よ
。

楽
し
い
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー

じ
ゃ
が
い
も
餅

（
ひ
と
り
分
　
熱
量
70
kcal

た
ん
ぱ
く
質
2.0
g

塩
分
0.3
g
）

お
い
し
く
食
べ
よ
う
、

楽
し
く
食
べ
よ
う
、
元
気
な
子

作 り 方

―
顔
が
見
え
る
っ
て
、
お
い
し
い
ね
―

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
の
お
薦
め
メ
ニ
ュ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
６
７
５
―
４
５
５
９
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

③

④

材料（４個分）
じゃがいも 大１個（約200g）
片栗粉 大さじ２（18g）
塩 少 （々ひとつまみ）
プロセスチーズ 20g（１個）
植物油 少々
しょうゆ 少 （々小さじ1／２）
焼き海苔 1／2枚

① じゃがいもの皮をむいて、一口大に切りゆでる。

②ゆでたじゃがいもを水切り
　し、ボールに入れつぶす。

片栗粉プロセス
チーズ

よく混ぜて、
形をととのえる。

フライパンで、
きつね色になるまで焼き、
好みで、しょうゆをぬり
焼のりを巻いてできあがり。
好きな形にしてOK。

し
お

種いも

４
月
１
日
か
ら
、
Ｊ
Ａ
栃
木
厚
生
連
塩

谷
総
合
病
院
は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩

谷
病
院
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

当
病
院
の
診
療
体
制
は
、
常
勤
医
20
人

体
制
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

常
勤
医
が
担
当
す
る
診
療
科
は
、
総
合

内
科
、
循
環
器
内
科
、
消
化
器
内
科
、
神

経
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、
内
分
泌
・
糖
尿

病
科
、
小
児
科
、
外
科
、
消
化
器
外
科
、

脳
神
経
外
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
、
麻
酔
科
で
す
。

ま
た
、
整
形
外
科
、
泌
尿
器
科
、
血
管

外
科
、
産
婦
人
科
、
皮
膚
科
、
形
成
外
科

に
つ
い
て
は
、
非
常
勤
医
師
の
協
力
に
よ

り
診
療
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

入
院
病
床
は
、
一
般
病
棟
87
床
、
療
養

病
床
50
床
の
計
１
３
７
床
で
す
が
、
入
院

患
者
数
の
増
加
に
あ
わ
せ
拡
張
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
従
来
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
土

曜
日
の
診
療
を
開
始
す
る
な
ど
、
引
き
続
き

新
し
い
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
身
近
で
利
用
し
や
す
い
病
院

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
受
付
時
間

午
前
　
７
時
30
分
〜
11
時
30
分

午
後
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

（
初
診
は
、
午
前
11
時
ま
で
、
午
後
は

15
時
30
分
ま
で
の
受
け
付
け
で
す
）

◆
診
療
時
間

午
前
９
時
〜
／
午
後
14
時
〜

◆
問
合
せ
先
　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

1
０
２
８
７
―
４
４
―
１
１
５
５

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

聾学校や聴覚障がい教育に対する理解
を深めていただくとともに、適正就学の
参考にしていただくため、学校公開を実
施します。
◆日にち ６月26日（金）
◆場　所 栃木県立聾学校

宇都宮市若草２―３―４８
◆内　容
○９時30分～10時　受け付け
○10時～12時30分　
学校概要説明・授業および施設設備
など自由参観（学校概要説明を希望
しない方は、受け付け後自由参観）

◆申込方法
電話またはＦＡＸでお申込みください。
◆申込期限 ６月17日（水）
◆申込み・問合せ先
栃木県立聾学校　担当　齋藤・小川

1  ６２２―３９１０
FAX ６２４―６８８７

栃木県立聾学校
学校公開のお知らせ
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

国
内
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
ま
し
た
。
今
後
も
国
・
県
・
市
町
な

ど
が
発
信
す
る
正
し
い
情
報
に
基
づ
く
、
皆

さ
ま
の
冷
静
な
対
応
が
大
切
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
予
防
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

慢
性
疾
患
を
有
す
る
方
、
妊
婦
さ
ん
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹り

患か
ん

す
る
と
、
重じ
ゅ
う

篤と
く

化
し
や
す
い
の
で
、
特
に
感
染
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◆
日
常
生
活
上
の
注
意
点

①
外
出
を
控
え
る
。（
感
染
を
避
け
る
た
め
、

必
要
時
以
外
の
外
出
は
控
え
る
）

②
外
出
す
る
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
。（
ガ
ー
ゼ
で
は
な
く
不
織
布

の
方
が
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
は
効
果
的
）

③
こ
ま
め
に
手
洗
い
、
う
が
い
を
行
う
。（
手

洗
い
は
指
先
か
ら
手
首
ま
で
念
入
り
に
）

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
十
分
な
睡
眠

で
基
礎
体
力
を
つ
け
、
体
調
不
良
時
に
は

早
め
に
休
養
を
と
る
。

⑤
適
度
な
室
内
環
境
を
保
つ
。（
ウ
イ
ル
ス
は

低
温
・
低
湿
を
好
み
、
乾
燥
し
て
い
る
と

長
時
間
空
気
中
を
漂
う
の
で
、
加
湿
器
な

ど
を
利
用
す
る
）

⑥
薬
の
処
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
あ
ら
か

じ
め
相
談
し
て
お
く
。

⑦
体
調
不
良
時
の
相
談
先
を
確
認
し
て
お
く
。

◆
備
蓄
の
ポ
イ
ン
ト

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
強
毒
化
に
な
る

と
、
外
出
制
限
と
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
地
域
で
の
流
行
に
備
え
、
感
染
防
止
用

品
や
食
料
品
な
ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

〇
２
カ
月
分
以
上
を
用
意
。（
流
行
期
は
２
カ

月
間
続
く
と
予
測
さ
れ
る
）

〇
い
つ
も
買
う
分
を
少
し
ず
つ
多
め
に
し
、

使
う
ご
と
に
買
い
足
す
。

〇
食
品
の
消
費
期
限
が
近
づ
い
た
ら
普
段
の

食
事
で
使
っ
て
、
買
い
足
す
。

〇
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
は
紙
お
む
つ
な
ど

状
況
に
応
じ
て
準
備
す
る
。

〇
家
族
全
員
で
備
蓄
内
容
、
保
管
場
所
な
ど

確
認
し
て
お
く
。

◆
備
蓄
品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
□

１．

感
染
防
止
用
品

□
使
い
捨
て
マ
ス
ク

□
ゴ
ム
手
袋
　

□
ゴ
ー
グ
ル
（
目
か
ら
の
飛ひ

沫ま
つ

感
染
防
止
）

□
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

□
消
毒
用
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ

□
う
が
い
薬
　
□
体
温
計

□
ビ
ニ
ー
ル
袋
　
□
ふ
た
つ
き
の
密
閉
容
器

２．

水
・
食
料
品

□
水
（
一
人
１
日
最
低
２
Ｌ
）

□
主
食
（
米
、
も
ち
、
乾
麺
類
、
乾
パ
ン
）

□
レ
ト
ル
ト
食
品
　
□
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

□
缶
詰
　
□
冷
凍
食
品
　
□
ジ
ュ
ー
ス

□

各
種
調
味
料
　
□
乾
物
（
わ
か
め
、
の
り
、

切
干
大
根
な
ど
）

□
菓
子
類

□
粉
ミ
ル
ク
（
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
）

３．

一
般
薬

□
常
備
薬
　
□
消
毒
薬
　
□
絆
創
膏
　

□
ガ
ー
ゼ

□
コ
ッ
ト
ン

□
病
院
で
処
方

さ
れ
て
い
る
持
病
の
薬

４．

日
用
品

□
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

□
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー

□
生
理
用
品
　
□
紙
お
む
つ
（
赤

ち
ゃ
ん
用
、
介
護
用
）

□
洗
剤
（
衣
類
・

食
器
な
ど
）

□
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ

□
キ
ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ

□
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

□
懐
中
電
灯
　
□
乾
電
池
　
□
携
帯
充
電
キ

ッ
ト

□
ラ
ジ
オ

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

感
染
は
「
人
の
移
動
」
に
よ
っ
て
拡
が
り

ま
す
。
発
生
初
期
の
段
階
で
、
自
主
的
に
不

要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
こ
と
が
、
感
染
拡

大
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

「
感
染
し
た
」
と
思
っ
た
ら

発
熱
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る

と
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
た
場

合
、
ほ
か
の
患
者
さ
ん
に
感
染
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
症
状
（
38
度

以
上
の
急
な
発
熱
、
せ
き
や
の
ど
の
痛
み

な
ど
）
が
出
た
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受

診
す
る
前
に
次
の
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

１．

発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口
を
か
ね
ま
す
）

〇
県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
０
２
８
７
―
２
２
―
２
６
７
９

5
０
２
８
７
―
２
３
―
６
９
８
０

夜
間
（
17
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

1
０
９
０
―
４
０
５
８
―
４
６
６
０

２．

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口

〇
栃
木
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

1
６
２
３
―
３
０
８
９

5
６
２
３
―
３
９
２
０

夜
間
（
17
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

1
０
８
０
―
２
０
３
１
―
４
２
５
５

〇
町
保
健
セ
ン
タ
ー

1
６
７
５
―
４
５
５
９

5
６
７
５
―
６
９
９
９

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
ご
相
談
は
、
聴
力
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
、
電
話
に
よ
る
相
談
が

困
難
な
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Takanezawa
aino kikinn

た
か
ね
ざ
わ

愛
の
基
金

（
敬
称
略
）

○
匿
名

２
０，

０
０
０
円
　

福
祉
の
た
め
に
寄
付

○
小
嶋
千
佐
子
（
上
高
根
沢
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
夫（
光
司
様
）の
遺
志
に
よ
り
寄
付

○
高
根
沢
町
陶
芸
ク
ラ
ブ１４，

８
５
０
円

公
民
館
ま
つ
り
バ
ザ
ー
の
売
上
金
を

寄
付

○
匿
名

４，

３
０
０
円

愛
の
基
金
へ
寄
付

５
月
11
日
現
在
合
計
額

１
３
５，

２
０
９
、
８
４
６
円
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─　第八十六想　─

裸
足
の
田
植
え

田
に
水
が
入
る
。
空
気
が
き
れ
い
に
な
り
、
か

す
か
に
水
が
香
る
。
蛙
が
鳴
き
始
め
る
。
水
面
に

空
が
映
り
、
風
景
に
命
が
宿
る
。
好
天
に
恵
ま
れ

た
五
月
二
日
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
栃
木
工
場
主
催
の

「
ふ
る
さ
と
の
食
・
体
験
ツ
ア
ー
」
で
県
内
外
か

ら
応
募
さ
れ
た
ご
家
族
の
皆
さ
ん
と
田
植
え
を
し

ま
し
た
。
場
所
は
上
太
田
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
近

く
の
水
田
。
田
植
え
は
初
体
験
と
い
う
子
供
さ
ん

を
中
心
に
、
皆
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
ま
し
た
。

泥
に
の
め
り
こ
む
足
の
感
触
を
、
最
初
は
「
気
持

ち
わ
る
ー
い
」
と
か
「
動
け
な
ー
い
」
と
か
言
っ

て
い
た
子
供
た
ち
は
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
く
る
に

し
た
が
っ
て
、
一
緒
に
植
え
て
い
る
親
御
さ
ん
に

「
お
母
さ
ん
下
手
だ
ね
、
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
て
な

い
よ
」
な
ど
と
言
え
る
余
裕
ま
で
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
昼
食
は
す
べ
て
高
根
沢
産
。
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
お
に
ぎ
り
二
種
、
塩
む
す
び
と
「
御
料
み
そ
」

む
す
び
。「
御
料
み
そ
」
の
新
じ
ゃ
が
い
も
の
み

そ
汁
、
タ
ケ
ノ
コ
と
シ
イ
タ
ケ
の
煮
物
、
元
気
あ

っ
ぷ
む
ら
「
雪
花
菜

き

ら

ず

」
の
が
ん
も
ど
き
、
キ
ャ
ベ

ツ
の
漬
物
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。
ど
れ
も
好

評
で
し
た
が
、
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
皆
さ
ん
が

口
々
に
お
米
の
お
い
し
さ
を
褒
め
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
で
し
た
。
お
米
と
い
え
ば
も
う
一
つ
嬉
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
五
月
十
四
、
十
五
日
に
小

学
館
の
月
刊
女
性
誌
の
取
材
陣
三
人
（
す
べ
て
女

性
で
し
た
）
が
高
根
沢
町
を
訪
れ
、
元
気
あ
っ
ぷ

む
ら
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
朝
食
は
ど
う
で
し
た
か

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
撮
影
担
当
の
女
性
が
「
お
米

が
お
い
し
く
て
朝
か
ら
四
杯
食
べ
て
し
ま
い
ま
し

た
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
朝
食
で
す

か
ら
お
か
ず
は
定
番
で
す
。
ア
ジ
の
ひ
ら
き
、
焼

き
海
苔
、
納
豆
、
湯
豆
腐
（
雪
花
菜
の
豆
腐
）、

み
そ
汁
。
そ
れ
で
ご
飯
四
杯
は
主
食
た
る
米
の
力

以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
毎

日
、
普
通
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
高

根
沢
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
実
力
を
あ
ら
た
め
て
外
部

の
方
が
教
え
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
感
じ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
足
の
裏
全
体
で
大

地
を
踏
み
し
め
る
気
持
ち
よ
さ
で
し
た
。
土
踏
ま

ず
が
し
っ
か
り
と
働
い
て
い
る
の
で
す
。
土
踏
ま

ず
か
ら
の
感
触
は
ま
っ
す
ぐ
に
脳
天
に
達
し
、
安

心
感
と
か
安
堵
感
と
い
っ
た
感
情
が
心
を
満
た
し

ま
し
た
。
人
類
が
二
本
の
足
で
立
っ
た
と
き
の
感

触
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
中
に
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
て
、

そ
の
こ
と
が
も
た
ら
し
た
感
情
な
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
感
情
は
火
を
発
見
し
た
人
類
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
、

囲
炉
裏
の
火
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
火
を
見

た
と
き
に
も
た
ら
す
安
堵
感
と
同
じ
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
自
宅
で
使
っ
て
い
る
薪
ス
ト
ー
ブ

の
火
を
無
言
で
何
時
間
で
も
見
て
い
て
飽
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
心
が
と
て
も
平
ら
に
な
っ

て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

日
本
人
の
体
格
の
向
上
に
反
比
例
し
て
運
動
能

力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
同
じ
頃
、
土
踏
ま
ず
の
無
い
子
供
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
た
覚
え
が
あ
り

ま
す
。
石
蹴
り
、
木
登
り
、
川
遊
び
。
か
つ
て
は

毎
日
の
よ
う
に
興
じ
て
い
た
遊
び
は
消
え
、
同
時

に
裸
足
に
な
る
機
会
も
無
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
日
本
が
「
豊
か
」
に
な
っ
て
き
た
歴
史
と
軌
を

一
に
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
遊
び
の
中
で
自
然
に

身
に
つ
け
て
い
た
踏
ん
張
る
力
や
平
衡
感
覚
が
、

も
は
や
遊
び
を
通
し
て
は
得
ら
れ
な
い
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
、
私
た
ち
は
物
や
便
利

を
少
し
ば
か
り
捨
て
去
る
覚
悟
で
豊
か
さ
の
中
身

を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

誇
る
べ
き
高
根
沢
町
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
。
遺
伝
子

の
中
に
残
る
人
類
の
原
初
の
記
憶
。
運
動
能
力
と

土
踏
ま
ず
、
さ
ら
に
日
本
の
木
の
文
化
は
イ
コ
ー

ル
素
足
の
文
化
で
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
今
年
の

田
植
え
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

裸
足
に
な
れ
る
安
全
な
場
所
を
少
し
で
も
多
く

復
活
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
一
つ
宿
題
が
増
え
た
よ

う
で
す
。

Eメールアドレス
chouchou@town.takanezawa.tochigi.jp

住まいの

お問い合わせは

下記、又は
商工会まで！見積無料

直通電話 028-675-2219

栃木県商工会連合会登録
リフォーム事業所

◆問合せ先
町秘書広報課　広報公聴担当
1675－8102

Eメール　kouhou@town.takanezawa.tochigi.jp

「広報たかねざわ」
「町ホームページ」に
広告を載せませんか！



広報たかねざわ 24
本紙は環境に配慮し再生紙と大豆油インキを
使用しています。

（6月誕生編）
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５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
連
日

夏
日
が
続
い
た
の
を
機
に
、
わ
が
家
で
は

茶
の
間
の
こ
た
つ
を
片
付
け
、
夏
へ
の
準

備
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
た
つ
の

片
付
け
は
案
外
難
し
い
も
の
。
梅
雨
時

期
の
肌
寒
い
日
に
は
、
再
登
場
さ
せ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

梅
雨
の
語
源
に
は
「
梅
の
実
が
熟
す
頃

に
続
く
雨
」
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、

例
年
６
月
の
中
頃
、
わ
が
家
で
は
庭
に

植
え
ら
れ
て
い
る
梅
の
木
の
実
落
と
し
を

行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
梅
で
、
梅
干

し
や
梅
酒
、
梅
シ
ロ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

実
や
種
の
大
き
さ
は
梅
干
し
に
す
る
の
に

調
度
よ
く
、
美
味
し
い
梅
の
な
る
木
と
し

て
、
家
族
が
１
年
間
に
食
べ
る
量
を
ま
か

な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
う
ち
の
樹
齢
80

年
を
越
す
１
本
の
木
が
、
根
腐
れ
し
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
年
の
冬
、
折
し
も

強
風
に
よ
っ
て
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ず
っ
と
庭
の
一
角
に
梅
の
木
が
あ
る
風
景

を
眺
め
て
き
た
の
で
、
何
と
な
し
に
そ
の

方
向
に
目
を
向
け
る
と
、「
あ
れ
っ
、
何

か
足
り
な
い
」
と
い
う
感
覚
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
今
年
の
梅
干
し
は
、
わ
が

家
産
の
梅
か
ら
作
る
一
品
と
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
夏
バ
テ
防
止
、
疲
労
回
復
に
効

果
的
な
梅
干
し
は
、
梅
雨
の
時
期
の
下

ご
し
ら
え
が
非
常
に
重
要
。
そ
し
て
、
私

た
ち
に
と
っ
て
も
、
梅
雨
は
本
格
的
な
夏

を
迎
え
る
た
め
の
準
備
期
間
。
暑
い
夏
を

健
康
に
乗
り
切
る
た
め
に
、
今
か
ら
「
下

ご
し
ら
え
」
し
て
お
く
こ
と
が
コ
ツ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（
あ

き
）

広
報
た
か
ね
ざ
わ

６
月
号（
平
成
21
年
６
月
５
日
発
行
）
■
企
画
編
集
／
高
根
沢
町
秘
書
広
報
課
　
　
　
　
栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町
大
字
石
末
２
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５
３
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０
２
８（
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７
５
）８
１
０
２

光陽台
桑島幸信Q美保さんの子
莉子（りこ）ちゃん
（平成20年６月１日生）

光陽台
松原英司Q舞子さんの子
涼空斗（りくと）ちゃん
（平成20年６月11日生）

町のうごき

平成21年５月１日現在　　 

世帯数

人　口

 （内）男

       女

世帯

人

人

人

11,167

30,699

15,879

14,820

－ 3

－30

－28

－ 2

前月比




